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んに手をひかれ、元気に集団登校する熊小児童（４月 15 日）お姉ちゃんに手をひかれ、元気に
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の
貢
献
と
自
然
豊
か
な
こ
の
場
所

を
い
つ
ま
で
も
維
持
す
る
た
め
に

今
後
も
活
動
を
行
っ
て
い
く
予
定

で
す
。

　

前
年
度
区
長
の
宍
戸
さ
ん
に
お

話
を
伺
う
と
「
西
郷
村
の
人
は
、

み
ん
な
優
し
く
し
て
く
れ
ま
す
。

行
政
区
立
ち
上
げ
の
際
に
は
、
皆

様
の
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
西
郷
村
は
、
自
然
が
美

し
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

道
で
子
ど
も
と
会
う
と
、
必
ず
子

ど
も
た
ち
が
元
気
に
あ
い
さ
つ
を

し
て
く
れ
る
な
ど
、
都
会
で
は
考

え
ら
れ
ま
せ
ん
。
村
民
の
方
々
の

温
か
い
心
も
魅
力
の
ひ
と
つ
か
も

知
れ
ま
せ
ん
」
と
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

村
と
し
て
は
、
若
年
層
が
求

め
や
す
い
魅
力
あ
る
宅
地
分
譲
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
数
の
減

少
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
、
良
好

な
教
育
環
境
の
維
持
に
努
め
る
と

共
に
、
活
力
に
満
ち
た
地
域
づ
く

り
を
維
持
す
る
た
め
、
本
地
区
に

村
営
の
宅
地
分
譲
を
計
画
し
ま
し

た
。

　

平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら

第
一
期
分
譲
販
売
（
百
四
十
五
区

画
）
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

総
区
画
数
は
、
百
八
十
七

　

那
須
連
峰
を
臨
む
福
島
県
南
部
に
位
置
す
る
西
郷
村
。
そ
ん
な
好
立
地

条
件
に
誕
生
し
た
「
羽
太
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
」。

　

一
級
河
川
阿
武
隈
川
源
流
か
ら
の
お
い
し
い
水
、
そ
し
て
お
い
し
い
空

気
。
そ
ん
な
環
境
の
良
い
場
所
で
家
庭
菜
園
、
散
策
等
を
し
な
が
ら
日
々

の
生
活
を
送
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
平
成
十
四
年
か
ら
販
売
が
開

始
さ
れ
た
「
羽
太
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
」
の
現
在
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

羽
太
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
の
今

地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り

　

羽
太
地
区
は
、
稲
作
主
体
の

水
田
地
帯
の
為
、
地
区
外
か
ら
の

居
住
者
も
少
な
く
人
口
の
自
然
増

加
が
見
込
め
ず
横
ば
い
状
況
が
続

き
、
い
わ
ゆ
る
少
子
化
と
い
っ
た

問
題
が
顕
著
な
状
況
に
あ
り
ま
し

た
。
羽
太
小
学
校
の
児
童
数
は
、

減
少
傾
向
に
あ
り
、
複
式
学
級
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
良
好
な
教
育
環

境
の
維
持
が
困
難
と
な
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
対
策
が
急
務
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

西
郷
村
に
は
、
他
の
地
域
に
な

い
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
那
須
連
峰
を
望
む
自
然

豊
か
な
場
所
に
あ
り
ま
す
。
首
都

圏
か
ら
近
く
、
そ
し
て
な
に
よ
り

お
い
し
い
空
気
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
一
級
河
川
阿
武
隈
川
源
流
が
あ

り
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
、
と
て
も
お

い
し
い
水
を
飲
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
住
む
人
に
と
っ
て
は
あ
た
り

ま
え
の
景
色
や
空
気
は
と
て
も
贅

沢
な
も
の
な
の
で
す
。

　

そ
ん
な
環
境
の
良
い
場
所
で
、

子
育
て
や
日
々
の
生
活
の
中
で
家

庭
菜
園
、
山
菜
採
り
、
散
策
、
釣

り
等
の
趣
味
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
交
通
環
境
は
、
首
都

圏
に
近
く
東
北
新
幹
線
新
白
河
駅

や
東
北
自
動
車
道
白
河
Ｉ
Ｃ
が
あ

り
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
か
ら

国
道
二
八
九
号
線
に
抜
け
る
村
道

椙
山
嫁
塚
線
も
平
成
十
七
年
四
月

一
日
か
ら
供
用
開
始
に
な
り
ま
し

た
。

　

現
在
、
県
内
外
の
人
た
ち
が
土

地
を
購
入
さ
れ
、
二
十
八
世
帯
が

居
住
し
て
い
ま
す
。
行
政
区
は
少

な
い
な
が
ら
も
活
気
で
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。

　

羽
太
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
行
政

区
で
は
昨
年
、
地
域
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
地
域
の
ゴ
ミ

清
掃
を
実
施
し
ま
し
た
。
朝
七
時

か
ら
始
ま
っ
た
作
業
に
は
、
全
世

帯
か
ら
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

地
区
の
人
々
は
、
地
域
は
自
分
た

ち
の
手
で
守
り
育
て
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
日
ご

ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
へ

高橋　俊治さん

私たちは、こう考えます
羽太グリーンタウンにお住まいの方からお話を聞きました。

宍戸　昌子さん

　会社を定年退職後、横浜
から移り住む。自然とゴル
フが大好きです。

   郡山から移って２年、孫
の鈴木千尋ちゃんと家族６
人で元気に暮らしています。

　今年の５月で２年目になります。羽太グリーンタ

ウンを選んだ理由は、日当たりが良くて見晴らしが

良いところが気に入ったからです。横浜から越して

きました。空気がきれいで道路もよく整備され交通

の便がとても良いです。

　不便なことと言えば家の近くに歩いて行けるお店

がないところと風が強いことですが、若い時から夫

婦で暮らすなら田舎でと考えていたのでとても楽し

く暮らしています。

　西郷村は、子どもたちが誰にでもあいさつでき

るとても良い環境だと思います。阿武隈川の源流の

里にある村だけあってとても水がおいしく、誰にで

も宣伝できる魅力の一つだと思います。以前は、県

内の清水を大きなポリタンクを持って汲んで歩いて

いましたが、今では水道水でいつでもおいしいコー

ヒーやお酒を楽しんでいます。孫の教育について

は、児童数の少ない学校ですが、一人ひとりに目を

かけていただいているのでとても安心しています。

※羽太グリーンタウンには、特別分譲区画があり、条件を満たせば、一般で購入するよりも安く購入できます。　　
条件 : 自ら居住の住宅を２年以内に建築し、原則として小学校以下の子供を養育される方

区
画
あ
り
平
成
十
六
年
度
末

で
、
九
十
八
区
画
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。

経
緯
と
販
売
状
況

自
然
と
都
市
的
機
能
の
融
合

しし道道どど

地
域
の
一
員
と
し
て

羽太グリーンタウン区長
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▽
西
郷
村
文
化
財
保
護
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例　
（
可
決
）

▽
西
郷
村
農
業
集
落
排
水
施
設
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

▽
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
否
決
）

補
正
予
算

　

補
正
予
算
と
は
、
年
度
の
途
中

で
、
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
事
業

費
を
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
た
と

き
、
当
初
予
算
に
変
更
を
加
え
る

予
算
を
い
い
ま
す
。

　

今
回
提
出
さ
れ
た
補
正
予
算
は

全
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
別

表
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案

▽
西
郷
村
議
会
広
報
及
び
委
員
会

制
度
改
革
特
別
委
員
会
設
置
に
関

す
る
決
議　
　
　
　
　
（
否
決
）

●一般会計・特別会計

第
一
回
定
例
会

村
長
提
出
議
案

▽
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
（
専
決
第
一
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

▽
西
郷
村
公
共
物
管
理
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

▽
西
郷
村
環
境
基
本
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

▽
西
郷
村
環
境
基
金
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

会　計 補正額 総　額
一 般 会 計 467,439 7,550,939
墓 地 特 別 会 計 3,098 5,188
国民健康保険特別会計 86,105 1,397,742
老 人 保 健 特 別 会 計 40,532 1,406,450
土地造成事業特別会計 39,174 184,373
公共下水道事業特別会計 △ 7,137 912,233
農業集落排水事業特別会計 △ 7,849 357,432
介護保険事業特別会計 △ 1,217 730,600
介護サービス事業特別会計 △ 2,870 140,308

▽
村
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

▽
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ

の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

▽
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
可
決
）

▽
西
郷
村
保
育
園
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例　
（
可
決
）

▽
西
郷
村
内
保
育
園
に
係
る
保
育

料
の
徴
収
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例　
　
（
可
決
）

▽
西
郷
村
健
康
づ
く
り
推
進
協
議

会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

▽
西
郷
村
ひ
と
り
親
等
家
庭
医
療

費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例　
　
（
可
決
）

▽
西
郷
村
営
住
宅
等
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例　
　
（
可
決
）

▽
西
郷
村
都
市
公
園
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例　
　
（
可
決
）

▽
西
郷
村
社
会
体
育
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例　
　
　
（
可
決
）

▽
監
査
請
求
に
関
す
る
決
議
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

 

▽
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

▽
地
域
経
済
の
活
性
化
等
を
求
め

る
意
見
書　
　
　
　
　
（
可
決
）

▽
雇
用
対
策
と
地
域
活
性
化
を
重

視
し
た
政
府
予
算
編
成
を
求
め
る

意
見
書　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

▽
パ
ー
ト
労
働
者
及
び
有
期
契
約

労
働
者
の
適
正
な
労
働
条
件
の
整

備
を
求
め
る
意
見
書　
（
可
決
）

請
願
・
陳
情

　

第
一
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ

た
請
願
は
三
件
、
陳
情
は
八
件
で

し
た
。
各
所
管
の
常
任
委
員
会
が

付
託
を
受
け
審
査
し
、
本
会
議
に

お
い
て
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し

た
。

区　分  補正額 総　額

水道事業会計
収益的

収入 9,733 420,708
支出 9,733 420,708

資本的
収入 0 0
支出 △ 4,793 106,744

●公営企業会計

＝
請　
　

願
＝

▽
福
島
県
重
度
心
身
障
が
い
者
医

療
費
補
助
事
業
の
「
見
直
し
」
を

や
め
、
制
度
の
現
行
継
続
を
求
め

る
請
願
書
（
不
採
択
）

▽
利
用
料
負
担
の
大
幅
増
な
ど
介

護
保
険
の
改
悪
に
反
対
し
、
改
善

を
求
め
る
請
願
書
（
不
採
択
）

▽
教
育
基
本
法
を
変
え
る
よ
り

も
、
そ
の
理
念
・
精
神
を
生
か
し

た
教
育
改
革
の
推
進
を
求
め
る
請

願
書
（
不
採
択
）

＝
陳　
　

情
＝

▽
教
育
基
本
法
「
改
正
」
で
は
な

く
、
教
育
基
本
法
に
基
づ
く
施
策

を
進
め
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書

　
　
　
　
　
　
　
　
（
不
採
択
）

▽
社
会
保
障
制
度
の
抜
本
改
革
を

求
め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　
（
不
採
択
）

区　分  補正額 総　額

工業用水道
事 業 会 計

収益的
収入 △ 60,731 246,476
支出 △ 60,731 246,476

資本的
収入 △ 82,589 81,000
支出 △ 87,185 165,172

▽
「
市
場
化
テ
ス
ト
」
や
「
給
与

構
造
見
直
し
」
に
反
対
す
る
意
見

書
提
出
の
陳
情
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
不
採
択
）

▽
定
率
減
税
の
廃
止
・
縮
小
を
中

止
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
提

出
の
陳
情
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
不
採
択
）

▽
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見
書
提

出
の
陳
情
に
つ
い
て　
（
採
択
）

▽
地
域
経
済
の
活
性
化
等
を
求
め

る
意
見
書
提
出
の
陳
情
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
採
択
）

▽
雇
用
対
策
と
地
域
活
性
化
を
重

視
し
た
政
府
予
算
編
成
を
求
め
る

意
見
書
提
出
の
陳
情
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
採
択
）

▽
パ
ー
ト
労
働
者
及
び
有
期
契
約

労
働
者
の
適
正
な
労
働
条
件
の
整

備
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情

に
つ
い
て　
　
　
　
　
（
採
択
）

　

平
成
十
七
年
第
一
回
定
例
会
（
三
月
四
日
〜
二
十
九
日
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
条
例
の
改
正
や
平
成
十
七
年
度
当
初
予
算
な
ど
村
長
提
出
の

四
十
議
案
、
議
員
提
出
の
七
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

昨
年
、
成
立
し
た
児
童
福
祉

法
改
正
に
よ
り
、
市
町
村
に
お

け
る
子
育
て
支
援
策
の
一
つ
と

し
て
進
め
て
き
た
、
ま
き
ば
保

育
園
の
増
築
工
事
が
三
月
末
に

完
成
し
、
こ
の
春
か
ら
新
し
い

保
育
室
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り

ま
し
た
。

　

西
郷
村
の
保
育
園
入
園
を

希
望
す
る
保
護
者
は
、
核
家

族
化
や
経
済
状
況
等
の
理
由
か

ら
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
こ
こ
数
年
、
村
は
、
待
機

児
童
の
解
消
に
苦
慮
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
ま
き
ば
保
育

園
の
増
築
に
よ
っ
て
定
員
が

百
三
十
名
か
ら
百
五
十
名
に
改

定
さ
れ
た
こ
と
で
、
待
機
園
児

の
解
消
に
一
役
買
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

ま
き
ば
保
育
園
を
増
築

　
　
　
　
　

待
機
園
児
解
消
に
一
役

△
建
築
場
所　

小
田
倉
字
小
田
倉
原
一
ー
四
〇
地
内

△
構
造
規
模　

床
面
積　

一
四
二
・
〇
六
平
方
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　

延
べ
面
積　

一
二
六
・
四
九
平
方
メ
ー
ト
ル

△
木
造
平
屋
建　

屋
根
長
尺
鉄
板

△
総
事
業
費　

一
六
、二
〇
二
、五
五
〇
円

（千円）（千円）
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人　

事　

異　

動

村
職
員
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（　

）
は
前
職
《
四
月
一
日
付
》

【
参
事
職
】
▽
参
事
兼
建
設
課
長

（
参
事
兼
建
設
課
長
兼
国
有
財
産

譲
与
事
務
推
進
室
長
）
新
井
忠
好

▽
参
事
兼
議
会
事
務
局
長
（
議
会

事
務
局
長
）
鈴
木
正
敏

【
課
長
相
当
職
】
▽
農
業
委
員
会

事
務
局
長
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
対
策
室
長
）

神
田
金
吾
▽
生
涯
学
習
課
長
（
下

水
道
課
長
）
鈴
木
恒
男
▽
下
水

道
課
長
（
会
計
室
長
）
小
林
好
明

▽
学
校
教
育
課
長
（
商
工
観
光
課

長
）
真
船
信
生
▽
商
工
観
光
課
長

（
学
校
教
育
課
長
）
藤
田
良
一
▽

会
計
室
長
（
生
涯
学
習
課
長
）
近

藤
冨
美
雄
▽
農
政
課
長
（
農
政
課

長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）
鈴

木
市
郎
▽
行
財
政
改
革
推
進
室

長
（
行
財
政
対
策
室
長
）
秋
田
勝

雄
▽
学
校
教
育
課
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
主
幹
兼
所
長
（
学
校
教
育
課

主
幹
）
熊
田
公
一

【
課
長
補
佐
相
当
職
】
▽
住
民
生

活
課
長
補
佐
〔
生
活
安
全
担
当
〕

（
住
民
生
活
課
長
補
佐
〔
防
災
交

通
・
生
活
環
境
担
当
〕）
大
平
一

美
▽
環
境
推
進
室
次
長
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ

対
策
室
次
長
）
吉
田
博
▽
学
校
教

育
課
長
補
佐
（
学
校
教
育
課
長
補

佐
兼
庶
務
係
長
）
伊
藤
富
夫
▽
下

水
道
課
長
補
佐
〔
業
務
担
当
〕（
学

校
教
育
課
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
）
鈴
木
時
夫
▽
農
業
委
員

会
事
務
局
次
長
兼
農
地
振
興
係

長
（
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
）

相
山
喜
雅
▽
健
康
推
進
課
長
補
佐

〔
福
祉
・
介
護
担
当
〕（
健
康
推

進
課
長
補
佐
〔
介
護
・
地
域
福
祉

担
当
〕）
円
谷
文
雄
▽
農
政
課
長

補
佐
〔
農
地
林
務
担
当
〕（
農
政

課
長
補
佐
）
皆
川
博
三
▽
農
政
課

長
補
佐
〔
農
政
振
興
担
当
〕
兼
農

政
振
興
係
長
（
下
水
道
課
長
補
佐

〔
業
務
・
施
設
管
理
担
当
〕）
小
針

健
夫
▽
住
民
生
活
課
長
補
佐
〔
住

民
担
当
〕
兼
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
所
長
（
住
民
生
活
課
専
門
主

査
兼
住
民
係
長
）
仁
平
か
よ
子
▽

健
康
推
進
課
専
門
主
査
兼
高
齢
者

福
祉
係
長
（
学
校
教
育
課
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
専
門
主
査
兼
給
食
係

長
）
横
溝
三
枝
子
▽
下
水
道
課
専

門
主
査
兼
業
務
係
長
（
下
水
道
課

専
門
主
査
兼
施
設
管
理
係
長
）
小

松
茂
▽
住
民
生
活
課
専
門
主
査

兼
生
活
安
全
係
長
（
住
民
生
活
課

専
門
主
査
兼
防
災
交
通
係
長
）
保

坂
文
夫
▽
住
民
生
活
課
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
専
門
主
査
兼
行

政
サ
ー
ビ
ス
係
長
（
住
民
生
活
課

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
専
門
主

査
）
鈴
木
美
代
子
▽
建
設
課
専
門

主
査
兼
管
理
係
長
（
学
校
教
育
課

専
門
主
査
兼
施
設
管
理
係
長
）
鈴

木
宏
司
▽
学
校
教
育
課
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
専
門
主
査
兼
給
食
係

長
（
建
設
課
専
門
主
査
兼
管
理
係

長
）
先
崎
宏
治
▽
学
校
教
育
課
西

郷
幼
稚
園
副
園
長
兼
幼
児
教
育
係

長
（
学
校
教
育
課
西
郷
幼
稚
園
副

園
長
）
相
川
裕
子
▽
税
務
課
専
門

主
査
兼
賦
課
係
長
（
農
政
課
専
門

主
査
兼
農
政
振
興
係
長
）
近
藤
伸

男
▽
税
務
課
専
門
主
査
兼
収
納
係

長
（
税
務
課
専
門
主
査
兼
賦
課
収

納
係
長
）
中
山
隆
男

【
係
長
相
当
職
】
▽
行
財
政
改
革

推
進
室
行
財
政
改
革
推
進
係
長

（
住
民
生
活
課
生
活
環
境
係
長
）

鈴
木
義
和
▽
総
務
課
庶
務
係
長

兼
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
（
総
務

課
庶
務
係
長
）
伊
藤
秀
雄
▽
総
務

課
財
政
係
長
（
総
務
課
財
政
係
長

兼
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
）
真
船

貞
▽
学
校
教
育
課
庶
務
係
長
（
下

水
道
課
業
務
係
長
）
高
野
敏
正
▽

住
民
生
活
課
住
民
係
長
（
税
務
課

主
任
主
査
）
小
針
広
子
▽
学
校
教

育
課
主
任
主
査
（
農
政
課
主
任
主

査
）
佐
藤
政
則
▽
税
務
課
主
任
主

査
（
健
康
推
進
課
主
任
主
査
）
芳

賀
盛
男
▽
健
康
推
進
課
主
任
主

査
（
学
校
教
育
課
主
任
主
査
）
柴

山
民
子
▽
税
務
課
主
任
主
査
（
農

政
課
主
任
主
査
）
若
林
哲
雄
▽
農

政
課
主
任
主
査
（
総
務
課
主
任
主

査
）
田
部
井
吉
行
▽
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
主
任
調
理
員
（
健
康
推
進

課
み
ず
ほ
保
育
園
副
主
任
調
理

員
）
篠
崎
カ
ヨ
▽
企
画
調
整
課
主

任
主
査
（
企
画
調
整
課
主
査
）
田

中
節
子
▽
健
康
推
進
課
ま
き
ば
保

育
園
主
任
保
育
士
（
健
康
推
進

課
主
査
）
鈴
木
恵
美
子
▽
健
康
推

進
課
主
任
栄
養
士
（
健
康
推
進
課

副
主
任
栄
養
士
）
永
山
イ
ツ
子
▽

下
水
道
課
主
任
主
査
（
下
水
道
課

主
査
）
小
山
由
美
▽
生
涯
学
習
主

査
（
健
康
推
進
課
主
査
）
黒
澤
浩

子
▽
住
民
生
活
課
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
主
査
（
住
民
生
活
課
主

査
）
和
知
正
道
▽
総
務
課
主
査
兼

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
（
住
民
生

活
課
主
査
）
鈴
木
知
子
▽
健
康
推

進
課
ま
き
ば
保
育
園
副
主
任
保
育

士
（
健
康
推
進
課
み
ず
ほ
保
育
園

副
主
任
保
育
士
）
高
久
香
織
▽
生

涯
学
習
課
中
央
公
民
館
主
査
兼
生

涯
学
習
課
主
査
（
生
涯
学
習
課
主

査
兼
中
央
公
民
館
主
査
）
関
根
隆

▽
健
康
推
進
課
み
ず
ほ
保
育
園
副

主
任
保
育
士
（
健
康
推
進
課
ま
き

ば
保
育
園
副
主
任
保
育
士
）
山
崎

紀
子

【
係
員
】
▽
健
康
推
進
課
主
事
（
総

務
課
主
事
兼
選
挙
管
理
委
員
会
書

記
）
中
村
志
津
枝
▽
白
河
地
方
広

域
市
町
村
圏
整
備
組
合
派
遣
（
税

務
課
主
事
）
高
内
慎
介
▽
水
道
事

業
所
主
事
（
税
務
課
主
事
）
斎
須

良
憲
▽
農
政
課
主
事
（
白
河
地
方

広
域
市
町
村
圏
整
備
組
合
派
遣
）

坂
上
雅
敏
▽
建
設
課
主
事
（
建
設

課
主
事
兼
国
有
財
産
譲
与
事
務
推

進
室
主
事
）
真
船
栄
作
▽
下
水
道

課
主
事
（
水
道
事
業
所
主
事
）
鈴

木
淳
一
▽
税
務
課
主
事
（
下
水
道

課
主
事
）
鈴
木
亮
▽
住
民
生
活
課

主
事
（
生
涯
学
習
課
主
事
）
鈴
木

晶
子
▽
学
校
教
育
課
用
務
員
〔
米

小
学
校
〕（
学
校
教
育
課
用
務
員

〔
西
郷
第
一
中
学
校
〕）
高
橋
幸

子
▽
学
校
教
育
課
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
調
理
員
（
学
校
教
育
課
用
務

員
〔
小
田
倉
小
学
校
〕）
若
井
は

つ
子
▽
健
康
推
進
課
み
ず
ほ
保
育

園
調
理
員
（
学
校
教
育
課
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）
小
林
光
恵

▽
学
校
教
育
課
用
務
員
〔
小
田
倉

小
学
校
〕（
学
校
教
育
課
用
務
員

〔
西
郷
第
二
中
学
校
〕）
中
野
目
理

津
子
▽
学
校
教
育
課
用
務
員
〔
西

郷
第
二
中
学
校
〕（
学
校
教
育
課

用
務
員
〔
米
小
学
校
〕）
辺
見
富

美
子
▽
学
校
教
育
課
用
務
員
〔
西

郷
第
一
中
学
校
〕（
学
校
教
育
課

給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）
高
田
正

子
▽
税
務
課
主
事
（
新
採
用
）
小

松
大
介
▽
健
康
推
進
課
主
事
（
新

採
用
）
小
針
大
介

【
退
職
者
】《
三
月
三
十
一
日
付
》

▽
高
久
美
智
子
（
住
民
生
活
課
主

幹
兼
課
長
補
佐
〔
住
民
担
当
〕
兼

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▽
菊
地
秀
明
（
総
務
課
専
門
主

査
）
▽
橋
本
タ
ケ
子
（
学
校
教
育

課
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
任
調
理

員
）

　

平
成
十
七
年
度
第
一
回
行
政
区
長
会
が
四
月
七
日
、
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
に
先
立
ち
佐
藤
村
長
か
ら
四
十
三
行
政
区
を
代
表
し

て
、
米
行
政
区
の
大
場
武
雄
さ
ん
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。
席
上
、
今
年
度
の
区
長
会
長
に
下
新
田
行
政
区
の
仁

平
喜
代
治
さ
ん
、
副
会
長
に
上
野
原
上
行
政
区
の
服
部
眞
明

さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
か
ら
は
、
本
年
度
の
予
算
や
主
要
事
業
等
の
説
明
が
あ

り
、
そ
れ
に
対
し
、
道
路
の
補
修
、
環
境
問
題
な
ど
、
行
政

平成 17 年度行政区長および保健委員名簿 （敬称略）

区
運
営
に
必
要
な
要
望
や
申
請
の
仕
方
に
つ
い
て
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
区
長
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
年
一
年
間
「
地
域
の
皆
さ
ん

の
声
を
行
政
に
ス
ム
ー
ズ
に
届
け
る
パ
イ
プ
役
」
と
し
て
村

政
進
展
の
た
め
に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

No 行政区名 氏　　名 No 行政区名 氏　　名
1 米 大 場 武 雄 23 山 下 鈴 木 寿 央
２ 長 坂 安 治 章 一 24 家畜改良センター 齋 藤 邦 彦
３ 柏 野 君 島 時 夫 25 原 中 下 佐 藤 吉 春
４ 赤 渕 大 高 隆 26 原 中 上 大 森 守 一
５ 下 羽 太 菅 谷 賢 治 27 上 野 原 下 遠 藤 隆 夫
６ 羽太グリーンタウン 高 橋 俊 治 28 上 野 原 上 服 部 眞 明
７ 中 久 保 大 原 勝 雄 29 大 平 佐 川 邦 宏
８ 上 羽 太 鈴 木 一 男 30 黒 川 鈴 木 良 雄
９ 虫 笠 菊 地 勝 雄 31 大 清 水 真 船 力
10 真 名 子 猪 越 吉 則 32 一 の 又 高 野 伯 祐
11 熊 倉 仁 平 清 33 芝 原 島 田 廣 行
12 鶴 生 添 田 浩 34 川 谷 鈴 木 ふ み 子
13 追 原 有 賀 正 一 35 伯 母 沢 鍋 島 直 勝
14 真 船 真 船 正 晃 36 甲 子 高 原 大 倉 由 則
15 折 口 秋 山 一 由 37 　 窪 住 宅 赤 坂 邦 弥
16 上 折 口 原 高 久 勇 38 折 口 原 住 宅 石 井 久 治
17 東 高 山 石 川 則 幸 39 雇用促進住宅 滝 田 忍
18 東高山ニュータウン 小 林 隆 宏 40 岩 下 団 地 井 上 け さ 子
19 下 折 口 原 高 根 沢 公 夫 41 下羽太新住宅 本 柳 喜 代 治
20 間 の 原 安達二千六百 42 新 羽 太 団 地 荒 井 昌 則
21 下 新 田 仁 平 喜 代 治 43 下 羽 太 団 地 星 斉 子
22 上 新 田 相 川 儀 正
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　西郷村地域安全推進協議会では、新白河駅周

辺の環境美化と青少年の非行防止対策の一環と

して村内有害ビラ撤去作業を実施しました。

　地域安全活動推進員 40 名が、バケツや金属

べらを使い、電柱に貼られたビラを一枚ずつ丁

寧に剥がすと、見違えるほどきれいになりまし

た。協議会では、今後も定期的に撤去作業を続

け、環境美化に努めます。

　「第一回観桜健康ウォーキング大会」が太陽の国周辺を会
場に行われました。桜は、つぼみが膨らむ程度でしたが、青
空の下、参加者総勢 300 名は、自分の体力にあわせたコー
ス（2.1,3.5,7.5 ㎞）を思い思いのペースで景色を楽しみな
がら歩いていました。

　白河地方広域圏山火事防止対策協議会が「小

さな火　山に捨てると　大きな火」の統一標識

のもと、消防団及び消防署や森林組合などが

参加して「山火事防止宣伝パレード」が行われ

ました。この時期は、山火事や野火が一年間で

もっとも発生しやすいため、山火事防止のチラ

シを配り、山火事防止を呼びかけました。

　山火事には十分に注意し、野火等を発見した

場合はすぐに消防署に連絡してください。

　村内の小学校で入学式が行われ、この春から一

年生になる子どもたちが両親に手をひかれ、新し

いランドセルを背負い元気に登校しました。式で

は、子どもたちの名前が一人ひとり呼ばれると緊

張しながらも大きな声で返事をしていました。こ

れから楽しい学校生活を送ってください。

　西郷村の新入学児童・生徒数は、小学生 220 人、

中学生 209 人です。

　平成 17 年度西郷村体育協会総合開会式が村民

体育館で行われました。

　15団体から約250人が参加し行われた式では、

優勝旗が返還され、来賓祝辞に続いて西郷卓球協

会代表の白井定喜さんが選手宣誓をしました。総

合開会式終了後、西郷バレーボール連盟の村長杯

が行われ熱戦を繰り広げていました。
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村
の
シ
ン
ボ
ル
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
は
、
手
軽
で
あ
り
な
が
ら
生
活
習
慣
病
の
予

防
、
ス
ト
レ
ス
の
解
消
、
さ
ら
に
美
肌
効
果
も
あ

る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
し
て
全
村
民
に
広
め
、

毎
日
楽
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
効
果
的
な
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
学
ぶ
こ
と
の
出
来
る
「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

■問合せ──
　農政課 農政振興係（生活改善センター内）

　　☎25-1116　� nousei@vill.nishigo.fukushima.jp

シリーズ─

　

四
月
一
日
よ
り
使
用
開
始
と
な
っ
た
上
野
原
公
園

と
、
歴
史
民
俗
資
料
館
の
間
の
道
路
に
面
し
た
部
分

に
、
小
高
い
塚
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
か
つ
て
、
駒

守
神
社
と
い
う
神
社
が
あ
り
ま
し
た
。
明
治
三
十
年

（
一
八
九
七
年
）
上
野
原
に
軍
馬
の
育
成
機
関
で
あ
る

軍
馬
補
充
部
白
河
支
部
が
置
か
れ
ま
し
た
。
現
在
の
歴

史
民
俗
資
料
館
は
白
河
支
部
の
事
務
所
と
し
て
、
昭
和

十
年
（
一
九
三
五
）
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の

用
地
は
芝
原
、
一
の
又
、
上
野
原
、
原
中
、
大
清
水
、

大
平
な
ど
の
地
域
で
、
昭
和
初
期
に
は
西
郷
村
の
面
積

の
約
二
割
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　

駒
守
神
社
の
祭
神
は
天
照
皇
太
神
、
豊
受
大
神
、
月

読
ノ
命
と
と
も
に
、
病
気
な
ど
で
亡
く
な
っ
た
軍
馬
の

霊
魂
も
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
十
月
二
十
四
日

に
は
軍
馬
祭
が
行
わ
れ
、
普
段
、
軍
の
施
設
と
し
て
立

ち
入
り
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
日
だ
け
は

地
域
の
人
た
ち
に
開
放
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

「
駒
守
神
社
」

第
８
回

①「健康ウォーキング」
　　　　　　教室の開催

　水稲直播栽培を実施する熊倉地区の水田で、

均平作業が行われました。水稲直播栽培での安

定した生産のために、トラクターにレーザーレ

ベラーを装着して水田を均平にする作業を実施

し、最大で 15cm あった水田の高低差を 3cm

程度まで修正することができました。

　水稲直播栽培は、種
たねもみ

籾を直接水田にまくた

め、苗作りや田植え作業がなく省力栽培が可

能となる栽培方法で、今年度熊倉地区を中心に

13ha の作付けが予定されています。
　

現
在
そ
の
塚
に
は
、「
馬
魂
碑
」
と
刻
ま
れ
た
石
碑

が
あ
り
ま
す
。
馬
魂
碑
も
駒
守
神
社
と
同
じ
よ
う
に
、

軍
馬
の
霊
魂
を
祀
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

も
と
も
と
は
白
河
支
部
の
白
坂
分
厩
（
し
ら
さ
か
の
森

ス
ポ
ー
ツ
公
園
周
辺
）
に
あ
っ
た
も
の
が
勝
負
沢
に
あ

る
都
々
古
別
神
社
に
移
さ
れ
、
平
成
三
年
に
現
在
の
場

所
に
移
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
野
原
公
園
を
散
策
の
際
に
は
、
か
つ
て
こ
の
周
辺

を
四
百
頭
も
の
馬
が
駆
け
め
ぐ
っ
て
い
た
こ
と
に
、
思

い
を
馳
せ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

地
球
温
暖
化
に
象
徴
さ
れ
る
地
球
環
境
問
題
は
、
大
量
生
産
、

大
量
消
費
、
大
量
廃
棄
な
ど
の
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
を
背
景
に
し

た
日
常
生
活
や
事
業
活
動
に
よ
る
も
の
で
、
私
た
ち
の
日
々
の
生

活
が
も
た
ら
し
た
結
果
で
あ
り
地
球
規
模
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
で
す
。

　

次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
誰
も
が
よ
り
良
い
環
境
の

中
で
健
康
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
何
が
で
き
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る

と
言
え
ま
す
。

　

村
で
は
、
環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み
を
よ
り
効
果
的
に
推
進
す

る
た
め
に
、
去
る
三
月
十
七
日
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
」
の
認
証

を
取
得
し
ま
し
た
。
取
得
を
一
つ
の
き
っ
か
け
と
し
、
今
後
も
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

豊
か
な
環
境
を
未
来
に
引
き
継
ご
う

　

私
た
ち
は
、
こ
の
豊

か
な
環
境
を
次
の
世
代
に

継
承
し
、
そ
の
恵
み
を
将

来
の
子
ど
も
た
ち
へ
と
分

か
ち
合
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
村
民
の
皆
さ
ん

に
も
循
環
型
社
会
を
担
う

役
割
と
し
て
「
も
っ
た
い

な
い
」
か
ら
資
源
を
大
事

に
し
、
地
球
環
境
に
や
さ

し
い
村
づ
く
り
を
進
め
ま

し
ょ
う
。

水稲直
ちょくは

播栽培作業が始まりました

　

働
き
盛
り
と
言
わ
れ
る
40
代
、

50
代
。
忙
し
い
毎
日
で
す
が
、
日

頃
の
健
康
管
理
は
重
要
で
す
。
特

に
中
高
年
に
多
い
お
酒
の
飲
み
す

ぎ
や
脂
質
・
糖
質
た
っ
ぷ
り
の
食

事
、
運
動
不
足
に
よ
る
内
臓
型
肥

満
（
内
臓
の
周
り
に
脂
肪
が
つ
き

す
ぎ
た
状
態
）
に
よ
っ
て
、
生
活

習
慣
病
と
呼
ば
れ
る
高
血
圧
、
高

脂
血
症
、
糖
尿
病
な
ど
は
、
ま
す

ま
す
急
増
す
る
傾
向
に
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
を

予
防
す
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
、

有
酸
素
運
動
、
特
に
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
健
康
効
果
が
見
直
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

歩
く
こ
と
を
習
慣
化
す
る
だ
け

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
を
取
得

で
健
康
な
体
を
維
持
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ポ

イ
ン
ト
を
学
べ
ば
よ
り
効
果
的
な

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
え
ま
す
。

　

村
で
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
質

を
高
め
る
た
め
の
「
健
康
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

教
室
で
は
、
美
し
く
快
適
に
歩
く

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
や
疲
れ
な
い
姿

勢
や
歩
き
方
を
学
べ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
　

生
涯
学
習
課
・
健
康
推
進
課

●
期
日

　
　

第
一
回　

五
月
二
十
八
日
㈯

　
　

第
二
回　

六
月
二
十
五
日
㈯

　
　

第
三
回　

七
月
二
十
三
日
㈯

　
　

第
四
回　

八
月
二
十
七
日
㈯

　
　

第
五
回　

九
月
二
十
四
日
㈯

●
時
間　

　
　

午
前
九
時
三
十
分
〜

　
　
　
　

午
前
十
一
時
〇
〇
分

●
場
所　

　
　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容

　
　

快
適
に
歩
く
ポ
イ
ン
ト
と　

　
　

歩
行
ペ
ー
ス
の
測
定
と
ス
ト

　
　

レ
ッ
チ
等　
　
　
　

「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
教
室

　
　
　
　
　
　

の
開
催
日
程

忙
し
い
毎
日
の
生
活
の
中
で
！
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自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税

　

平
成
17
年
度
の
自
動
車
税
に
つ
い
て
は

５
月
10
日
頃
、
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
は

５
月
６
日
頃
に
送
付
さ
れ
る
「
納
税
通
知

書
」
に
よ
り
最
寄
り
の
金
融
機
関
に
て
５

月
31
日
㈫
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
自
動
車
税
な
ど
の
県
税
部
に
お

け
る
納
税
等
の
取
扱
は
平
日
の
ほ
か
、
取

扱
時
間
の
延
長
及
び
休
日
窓
口
の
開
設
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
県
税
部
窓
口

　

・
時
間
延
長
の
日
（
５
月
26
〜

27　　　
日
・

　
　

５
月
30
〜
５
月
31
日
）

　

19
時
30
分
ま
で

●
休
日
開
設
窓
口

　
（
県
税
部
窓
口
・
棚
倉
町
役
場
内
臨
時
窓
口
）

　

５
月
28 
日
㈯
〜
５
月
29
日
㈰

　

９
時
〜
16
時
ま
で

　

ま
た
、
身
体
あ
る
い
は
知
的
も
し
く
は

精
神
に
障
が
い
の
あ
る
方
で
一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
自

動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
う
ち
、
ど
ち
ら

か
一
方
の
減
免
を
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
５

月
24
日
㈫
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

※
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
を
納
め
た
と
き

の
領
収
書
に
は
、
車
検
時
に
必
要
と
な
る

「
継
続
検
査
用
の
（
車
検
用
）
の
納
税
証

明
書
」
が
付
い
て
い
ま
す
の
で
、
車
検
証

と
一
緒
に
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
で
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方

に
は
、
引
落
確
認
が
出
来
ま
し
た
ら
、
６

月
中
旬
に
継
続
検
査
用
（
車
検
用
）
の
納

税
証
明
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

　

▼
自
動
車
税

　

福
島
県
県
南
地
方
振
興
局
県
税
部　

各課直通電話番号

●歯科医　休日当番日
  5. 1 大栄歯科クリニック（白河市）☎ 22-2833
  5.  3 五 十 嵐 歯 科 医 院（白河市）☎ 23-3473
  5.  4 岩 谷 歯 科 医 院（矢吹町）☎ 42-4363
  5.  5 海 野 歯 科 医 院（西郷村）☎ 25-7474
  5.  8 か た の 歯 科 医 院（白河市）☎ 22-8833
  5.15 河 島 歯 科 医 院（白河市）☎ 23-2739
  5.22 国 馬 歯 科 医 院（矢吹町）☎ 45-2781
  5.29 小 林 歯 科 医 院（白河市）☎ 28-3691

●今月の納税
軽 自 動 車 税（全期）

５月 31 日（火）までにお納めください。
※納税は便利な口座振替で

課局室名 電話番号 課局室名 電話番号
総 務 課 25-1112 企 画 調 整 課 25-2943
税 務 課 25-1113 下  水  道  課 25-2912
住民生活課（住　   　民） 25-1114 会 計 室 25-2934

（生活安全） 25-2197 議 会 事 務 局 25-2980
行政サービスセンター 31-2237 農業委員会事務局 25-2946
健康推進課（保健・国保） 25-1115 西郷村土地改良区 25-1116

（地域福祉・介護保険） 25-3910 学 校 教 育 課 25-2370
在宅介護支援センター 25-5121 学校給食センター 25-1256
商 工 観 光 課 25-2910 生 涯 学 習 課 25-2371
農 政 課 25-1116 水 道 事 業 所 25-2962

建 設 課
25-1117
25-1118 代 表 25-1111

あ
り
、
調
査
内
容
の
秘
密
は
保
護
さ
れ
ま

す
。

■
問
合
せ　

総
務
省
統
計
局

　

☎
０
３
｜
５
２
７
３
｜
２
０
２
０

　

�http://w
w
w
.stat.go.jp/

な
り
す
ま
し
防
止
対
策

　

近
年
、
第
三
者
が
本
人
に
な
り
す
ま
し

転
出
届
や
転
入
届
を
行
い
、
本
人
の
知
ら

な
い
間
に
住
民
票
を
移
し
、
転
入
先
の
市

区
町
村
で
国
民
健
康
保
険
証
や
印
鑑
証
明

証
な
ど
を
取
得
す
る
と
い
っ
た
事
例
が
全

国
で
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
住
民

基
本
台
帳
事
務
処
理
要
領
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
国
で
は
平
成
17
年
10
月
よ
り
本
人

確
認
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す

が
、
西
郷
村
で
は
、
住
民
異
動
届
を
受
理

す
る
際
の
審
査
の
厳
格
化
を
図
り
、
住
民

基
本
台
帳
の
正
確
な
記
録
の
確
保
及
び
な

り
す
ま
し
に
よ
る
届
出
を
未
然
に
防
止
し
、

安
全
で
安
心
し
た
生
活
を
守
る
た
め
、
６

月
１
日
よ
り
「
住
民
異
動
届
に
お
け
る
届

出
人
の
本
人
確
認
」
を
実
施
し
ま
す
。

《
本
人
確
認
の
内
容
》

　

⑴
本
人
確
認
の
方
法

　
　

住
民
異
動
届
を
受
理
す
る
に
当
た
り

　

次
に
掲
げ
る
書
類
の
提
示
等
に
よ
り
本

　

人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。

　
　

ア　

１
点
の
提
示
で
よ
い
方　
　

　
　
　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
又
は
パ
ス

　

ポ
ー
ト
、
運
転
免
許
証
そ
の
他
官
公
署

　

の
発
行
し
た
身
分
証
明
書
、
許
可
証
も

　

し
く
は
資
格
証
明
書
等
で
本
人
の
写
真

　

が
貼
付
さ
れ
て
い
る
も
の

　
　

イ　

２
点
の
提
示
が
必
要
な
方

　
　
　

ア
の
写
真
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
も

　

の
が
な
い
方
は
次
の
（
A
＋
B
）
又
は

　
（
A
＋
A
）

　　

⑵
本
人
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
場
合　

　
　

届
出
書
に
記
載
さ
れ
た
異
動
者
の
世

　

帯
主
の
方
に
、
届
出
を
受
理
し
た
旨
を

　

通
知
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

住
民
生
活
課　

住
民
係

は
か
り
の
定
期
検
査
挿
入

　　

商
店
・
工
場
・
事
業
所
及
び
官
公
庁
等

で
「
取
引
や
証
明
行
為
」
に
使
わ
れ
て
い

る
は
か
り
は
計
量
法
に
よ
り
、
２
年
に
１

回
の
定
期
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

指
定
さ
れ
た
検
査
期
日
と
場
所
で
実
施

す
る
集
合
検
査
（
ひ
ょ
う
量
が
500
㎏
以
下

の
一
般
小
型
は
か
り
が
該
当
）
と
、
は
か

　

☎
２
３
｜
１
５
１
９

　

▼
軽
自
動
車
税　

税
務
課

国
勢
調
査

　

今
年
は
５
年
に
１
度
行
わ
れ
る
「
国

勢
調
査
」
の
年
で
す
。
こ
の
調
査
は
日
本

に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
が
対
象
と
な

り
、
10
月
１
日
現
在
、
ふ
だ
ん
住
ん
で
い

る
場
所
で
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
の
配
布
・
受
け
取
り

は
国
勢
調
査
員
が
う
か
が
い
ま
す
。
調

査
員
・
調
査
関
係
者
に
は
、
守
秘
義
務
が

●小児科医　休日当番日（白河地区）
  5. 1 みうら小児クリニック（白河市）☎ 28-1001
  5.  3 白河厚生総合病院（白河市）☎ 22-2211
  5.  4 白河厚生総合病院（白河市）☎ 22-2211
  5.  5 白河厚生総合病院（白河市）☎ 22-2211
  5.  8 岡崎小児科内科医院（白河市）☎ 23-7811
  5.15 おかざきクリニック（白河市）☎ 23-2551
  5.22 関 医 院（白河市）☎ 23-3003
  5.29 関 根 医 院（白河市）☎ 27-3060

●内科医　休日当番日（白河地区）
  5. 1 宇都宮クリニック（白河市）☎ 31-1570
  5.  3 大 高 整 形 外 科（白河市）☎ 23-9988
  5.  4 ら く ら く 医 院（大信村）☎ 54-5333
  5.  5 片 倉 ク リ ニ ッ ク（白河市）☎ 27-2770
  5.  8 かねこクリニック（西郷村）☎ 24-3111
  5.15 くにい増見クリニック（大信村）☎ 46-2258
  5.22 クリニックおおまち（白河市）☎ 23-1110
  5.29 佐藤循環器科内科クリニック（白河市）☎ 24-2311

※電話案内　しらかわ救急情報センター　☎ 23-9909
（看護師が電話にて当番医の紹介や当番医以外の専門医等の紹介や
場所の案内をします。）

り
の
所
在
場
所
検
査
（
ひ
ょ
う
量
が
500
㎏

を
超
え
る
大
型
は
か
り
や
電
気
式
は
か
り

が
該
当
）
が
あ
り
ま
す
。
合
格
す
る
と
合

格
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
ま
す
。

※
平
成
15
年
度
に
検
査
を
受
け
て
い
る
方

に
つ
い
て
は
後
日
詳
細
に
つ
い
て
文
書
で

通
知
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
過
去
に
検
査
を
受
け
て
い
な
い

が
、
新
た
に
取
引
や
証
明
行
為
で
は
か
り

を
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
事
業
所
の
皆

さ
ん
は
、
左
記
ま
で
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。

■
計
量
に
関
す
る
相
談
・
問
合
せ

　

福
島
県
計
量
検
定
所

　

☎
０
２
４
｜
５
２
１
｜
７
６
５
６

　

㈳
福
島
県
計
量
協
会

　

☎
０
２
４
｜
５
２
１
｜
４
０
３
５

　

商
工
観
光
課

憲
法
週
間

　

裁
判
所
で
は
、
毎
年
、
憲
法
記
念
日
を

中
心
と
し
た
５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
を

「
憲
法
週
間
」
と
し
て
、
各
地
で
様
々
な
行

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、「
裁
判
員
制
度
」
と
い
う
言

葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

国
民
の
中
か
ら
無
作
為
に
選
ば
れ
た
裁
判

員
が
刑
事
裁
判
に
参
加
し
、
裁
判
官
と
一

緒
に
裁
判
を
行
う
制
度
の
こ
と
で
す
。

　

平
成
21
年
５
月
ま
で
に
始
ま
る
こ
の
制

度
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
な
く
て

は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
全
国
の
裁
判
所
で

行
わ
れ
る
憲
法
週
間
記
念
行
事
で
は
、
裁

判
員
制
度
を
テ
ー
マ
と
し
た
催
し
も
企
画

し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

行
政
相
談
所

　

５
月
16
日
〜
22
日
は
春
の
行
政
相
談
週
間

　

総
務
省
で
は
、
西
郷
村
を
担
当
す
る
行
政

相
談
委
員
と
し
て
、
平
成
17
年
４
月
１
日
付

け
で
次
の
方
を
再
委
嘱
い
た
し
ま
し
た
。

・
行
政
相
談
委
員　

越
前
六
郎

・
住
所　

西
郷
村
大
字
小
田
倉

　

字
小
田
倉
原
37―

１

・
☎
２
５
｜
３
３
６
７

※
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
が
委
嘱

す
る
も
の
で
、
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
や

意
見
・
要
望
を
受
け
付
け
、
皆
さ
ん
と

役
所
等
と
の
間
に
立
っ
て
そ
の
解
決
を

促
進
す
る
よ
う
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘

密
は
守
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
《
５
月
の
相
談
開
設
日
》

●
日
時　

５
月
16
日
㈪　

13
時
30
分
〜
16
時

B A
学
生
証
、
在
学
証
明
書
、
会
社
の
身
分
証
明

書
（
写
真
付
き
）、
源
泉
徴
収
票
、
預
金
通
帳

又
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど

健
康
保
険
者
証
、
年
金
手
帳
又
は
証
書
、
母

子
手
帳
、
療
育
手
帳
、
公
の
機
関
が
発
行
し

た
資
格
証
明
書
な
ど

（地域福祉・高齢者福祉・介護保険）
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日
、
本
人
に
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

　

※
な
お
、
応
募
用
紙
の
返
却
は
し
ま
せ

ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切　

５
月
13
日
㈮
必
着

■
問
合
せ
・
申
込
み
先　

企
画
調
整
課

　

�kikaku@
vill.nishigo.fukushim

a.jp

健
康
体
操
教
室

　

運
動
に
興
味
の
あ
る
方
、
気
持
ち
の
い

い
汗
を
流
し
た
い
方
、
一
緒
に
運
動
し
ま

せ
ん
か
？

●
日
時　

●
対
象
者　

運
動
の
好
き
な
方
、
や
る
気

　

の
あ
る
方

■
問
合
せ
・
申
込
み
先

　

健
康
推
進
課　

保
健
係

●
場
所　

西
郷
村
文
化
セ
ン
タ
ー
控
室

■
問
合
せ　

住
民
生
活
課　

住
民
係

６
月
１
日
は「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　

総
務
省
で
は
、
西
郷
村
を
担
当
す
る
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
、
平
成
17
年
４
月
１
日
付

け
で
次
の
方
を
再
委
嘱
い
た
し
ま
し
た
。

・
人
権
擁
護
委
員　

真
船
哲
郎

・
住
所　

西
郷
村
大
字
小
田
倉
字
稗
返
206

・
☎
２
５
｜
３
６
３
９

　

そ
の
他
に
四
名
の
方
が
西
郷
村
人
権
擁

護
員
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

小
松
毬
男　

☎
２
５
│
０
８
８
８

　

田
邉
敏
捷　

☎
２
５
│
１
２
０
２

　

地　

枝　

☎
２
５
│
１
１
５
９

　

松
田
ハ
ル
ヨ　

☎
２
５
│
１
７
２
４

※
な
お
、
人
権
擁
護
委
員
は
い
つ
で
も
自

宅
で
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

住
民
生
活
課　

住
民
係

行
政
改
革
推
進
委
員
会
委
員
募
集

　

西
郷
村
で
は
こ
れ
ま
で
、
３
期
に
わ
た

る
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、
地
方
分
権

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
簡
素
で
効
率
的
な
行

政
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
目
指
し
、
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
行
政
を
取

り
巻
く
急
激
な
環
境
の
変
化
か
ら
、
第
４

次
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、
さ
ら
な
る

改
革
の
取
り
組
み
に
着
手
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
行
政
改
革
内
容
に
つ
い

て
、
村
民
の
視
点
か
ら
、
調
査
審
議
し
提

言
し
て
い
た
だ
く
、「
行
政
改
革
推
進
委

員
会
」
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
委
員
会

の
委
員
数
は
10
名
で
す
が
、
そ
の
う
ち
２

名
を
一
般
公
募
い
た
し
ま
す
。

●
募
集
人
数　

２
名

●
応
募
資
格

　

①
年
齢
が
20
歳
以
上
の
方

　

②
村
内
に
住
所
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
、

村
内
の
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
方

　

③
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
、
公
務

員
で
な
い
方

　

以
上
３
点
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

●
委
嘱
期
間　

委
嘱
の
日
か
ら
３
年

●
応
募
方
法　

①
氏
名
②
住
所
③
性
別
④

生
年
月
日
⑤
電
話
番
号
⑥
職
業
⑦
社
会

活
動
経
験
の
有
無
と
そ
の
内
容
⑧
西
郷

村
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
効
率
化

に
関
す
る
提
言(

400
字
程
度
用
紙
は
問

い
ま
せ
ん)

を
記
載
し
、
郵
送
、
℻
、

持
参
、
E
メ
ー
ル
に
よ
り
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
様
式
自
由
）

●
選
考
と
結
果　

応
募
書
類
に
よ
り
決
定

し
ま
す
。
選
考
で
は
、
提
言
内
容
も
考

慮
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
結
果
は
後

◎
西
郷
村
に
寄
付
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

▼
金
田　

宗
さ
ん　
　
　
　
　
【
米
】

　
（
三
月
二
十
二
日
、
故
金
田
熙
代
子
氏

の
遺
志
と
し
て
、
福
祉
事
業
の
た
め
）

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

▼
鈴
木
忠
義
さ
ん　
　
　
　
【
羽
太
】

　
（
三
月
二
十
九
日
、
不
法
投
棄
監
視
員

辞
職
に
伴
う
寄
付
と
し
て
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
、〇
〇
〇
円

▼
東
宮
清
章
さ
ん　
　
　
　
【
岩
下
】

　
（
四
月
十
二
日
、
故
東
宮
武
氏
の
遺
志

と
し
て
、
交
通
安
全
事
業
の
た
め
）

　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

自
衛
官
募
集
（
男
子
）

●
募
集
人
数　

約
30
名
（
陸
・
海
・
空
合
計
）

●
受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

●
締
切　

６
月
１
日
㈬

●
試
験
期
日　

６
月
５
日
㈰

■
問
合
せ　

地
方
連
絡
部
白
河
募
集
事
務
所

　

☎
２
４
｜
０
３
７
２

　

住
民
生
活
課　

生
活
安
全
係

実施日 時間 場所

５月７日㈯
１０：００～

　　１１：３０
文化センター

５月２７日㈮
１４：３０～

　　１６：００
保健福祉センター

６月４日㈯
１０：００～

　　１１：３０
文化センター

６月１１日㈯
１０：００～

　　１１：３０

芳
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2005 年 5 月
May行事
レカ ンダー

●今月の顔────
１才６ヵ月児健康診査

に来ていた子どもたちです。

★県南地方の主な行事です (NPO 法人カルチャーネットワーク提供）

・5/1　あそびの学校「押し花のキーホルダー」（ジャスコ
白河西郷店 13:00 受付）

・5/3 ～ 5　こども春まつり in にしごう「大道芸ショー」
（キョロロン村 11:00 ･ 13:30）
・5/4　鹿角平和太鼓ライブ（鹿角平観光牧場10:30 ･ 14:30）
・5/5　第２回こども祭り（矢吹町文化センター 10:00）

・5/12　おひざにだっこのおはなし会（西郷村文化センター10:30）
・5/14　第14回THE ･こどもまつり（白河中央福祉センター9:30）
・5/19　ちびっこおはなしのくに（白河市立図書館 11:00）
・5/20 ～ 24　初めてのパッチワークキルト展「Personality
き･ら･り」（白河関の里 10:00）

・5/28　館長講演会「考古学からみた都市」（まほろん13:30）

日 月 火 水 木 金 土
1 222 3憲法記念日 4国民の休日 5こどもの日 66 7

健 康 体 操 教 室
（10:00文化センター）

8 9999 10
心配ごと相談会
（13:00 高齢者生活
支援センター）

11
12 ～ 13 ヵ月児健
康相談（9:30 保健
福祉センター）

12
母子手帳交付・健
康相談（13:00 保
健福祉センター）
英会話教室（18:45
文化センター）

13
幼年消防クラブ入
団式（10:00 まき
ば保育園）

14
少年少女軟式野球教
室（9:00 村民野球場
隣サブグラウンド）
ジョギングセミナー
（10:00 同）

15 16
行政相談所（13:30
文化センター）

17
少年少女バレーボ
ール教室（19:00
村民体育館）

18
歯科クリニック
（幼児 13:00 ６才
児 13:45 保健福祉
センター）
寿学級（10:00 ア
クティブセンター
西郷）

19
地域懇談会（19:00
長坂多目的集会施
設）
英会話教室（18:45
文化センター）

202020 21
少年少女軟式野球教
室（9:00 村民野球場
隣サブグラウンド）
ジョギングセミナー
（10:00 同）
運動会（熊倉小、
小田倉小、米小、
羽太小各校庭）

22 232323 24
幼年消防クラブ入
団式（10:00 村立
西郷幼稚園）
地域懇談会（19:00
上折口原公民館）
少年少女バレーボ
ール教室（19:00
村民体育館）

25
心配ごと特別相談
会（13:00 高 齢 者
生活支援センター）

26
４才児健康診査
（13:00 保健福祉セ
ンター）
母子手帳交付・健
康相談（13:00 保健
福祉センター）
地域懇談会（19:00
上新田転作技術研
修センター）

27
健 康 体 操 教 室
（14:30 保健福祉セ
ンター）

28
健康ウォーキング
教室（9:00 保健福
祉センター）
少年少女軟式野球教
室（9:00 村民野球場
隣サブグラウンド）
ジョギングセミナー
（10:00 同）

29
第１２回赤面山山
開 き（7:00 受 付
旧白河高原スキー
場）

3030 31
少年少女バレーボ
ール教室（19:00
村民体育館）



「
わ
」
た
し
の
な
ま
え
は

　
「
た
」
く
し
ー
で
す
。

「
な
」
ん
で
も
は
こ
べ
る

「
べ
」
ん
り
な
じ
ど
う
し
ゃ
だ
よ
。

「
な
」
か
な
か
た
い
へ
ん
な
ん
だ
け
ど
ね
。

「
お
」
っ
と
、
お
き
ゃ
く
さ
ん
が
よ
ん
で
る
わ
。

　

い
そ
が
な
く
ち
ゃ
。

担
任
の
土
屋
敬
子
先
生
か
ら
一
言

担
任
の
鈴
木
貴
子
先
生
か
ら
一
言

担
任
の
末
吉
紀
枝
先
生
か
ら
一
言

人口と世帯数（4月 1日現在）人口 19,377 人（前月比 -64）男 9,717 人（-43）女 9,660 人（-21）世帯数 6,065 戸（-10）

宮
沢
賢
治
の
「
セ
ロ
ひ
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」
か
ら

印
象
に
残
っ
た
場
面
を
描
き
ま
し
た
。
ゴ
ー
シ
ュ

が
力
い
っ
ぱ
い
セ
ロ
を
ひ
く
様
子
が
よ
く
表
れ
て

い
ま
す
。

奈
生
さ
ん
は
自
分
の
名
前
を
一
文
字
ず
つ
使
っ

て
タ
ク
シ
ー
の
詩
を
書
き
ま
し
た
。
と
て
も
ユ
ニ

ー
ク
な
作
品
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
画
一
画
の
線
が
と
っ
て
も
き
れ
い
で
す
。
三

年
生
で
学
習
し
た
こ
と
を
き
ち
ん
と
守
っ
て
、
友

里
恵
さ
ん
ら
し
い
美
し
い
「
光
」
が
仕
上
が
り
ま

し
た
。

・発行/西郷村　・編集/企画調整課　〒961-8501　福島県西白河郡西郷村大字熊倉字折口原40　☎(0248)25-1111（代表）

・アドレス　  http://www.vill.nishigo.fukushima.jp/　 ・E-mail　  kikaku@vill.nishigo.fukushima.jp 古紙配合率 100％再生紙を使用しています。

図
画

詩

書

熊
倉
小
学
校
六
年

　
　
　

金

内

真

里

熊
倉
小
学
校
二
年

渡

邊

奈

生

熊
倉
小
学
校
四
年

遠
藤
友
里
恵

（
村
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
や
生
徒
の
み
な
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。）


